
（1）利用目的
　新型光センサーMPPCを用いるシンチレーションカウンタを備えた光子標識化装置の
時間分解能を評価する。
（2）実験方法
　BL01で供給される光子ビームを2 mm厚の鉛に照射して電子および陽電子を発生させ、
それらを光子標識化装置の試作機によって検出した。
（3）実験結果
　光センサーの推奨電圧よりも高いバイアス電圧では、目標である200 psより十分に良
好な100 ps 前後という時間分解能が得られた。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　MPPCの放射線耐性、高い係数率における性能を調査し、光子標識化装置での使用に
耐えうるものか最終的な判断を行う。
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利用成果の概要
　光子エネルギー測定の光子標識化装置のための小型シンチレーションカウ
ンター試作機の性能を評価し、目標である時間分解能を達成していることが
示された。

図面等
　電子線検出器の試作機の模式図と
読み出し回路。
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